
  

  

   
 

海外研究助成成果発表会 
 
オクラホマ大学：「旭硝子講座」開設記念式 
 

 
旭硝子株式会社および当財団からの寄付と、オクラホマ州政府の教育基金援助と
を合わせた100万ドルを基金として、オクラホマ大学に「旭硝子講座」が開設され
た。同講座の開設とスキャムフォン教授の冠教授就任を記念して講演会が開催さ
れた。スキャムフォン教授は膜分離および界面活性剤の権威。 

（1） 旭硝子株式会社取締役開発本部長 佐藤公彦  
「旭硝子株式会社の概況と研究開発」 
 
（2） 旭硝子財団専務理事 白神修 
「旭硝子財団の概況」 
 
（3） テキサス大学Ｗ.А.モンクリフ冠講座教授 ロバート・Ｓ・シェヒター博士 
「界面自由エネルギーの曲率依存性」 
 
（4） オハイオ州立大学化学工学科助教授 ジェイムズ・Ｆ・ラスマン博士 
「混合溶液中の化学反応」 
 
（5） 旭硝子冠講座教授 ジョン・Ｆ・スキャムホン博士 
「地下水からトリクロロエチレンを除去するためのミセル強化による限外濾過法の
開発」 
 

  

日時 平成5年11月30日

場所 同大学
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